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2.3.3. 教育活動概 
(a) 卒業論文概要 
内田 泰広 Android 端末と MAD-SS を活用した長距離センサノードの開発 
従来のセンサでは通信距離が短いため多くのノードの設置が必要となる。ノードの設置には多
くのコストがかかる。本研究では狭帯域スペクトラム拡散通信の技術の１つである MAD-SS を用
い、長距離通信可能なセンサネットワークの開発を行う。MAD-SS は受信側での計算量が多いた
め、小型化が困難だが、スマートフォンを組込み機として MAD-SS を実装し、小型でバッテリー
で動作するセンサノードが実装可能なことを示す。 
打野 拓 Twitter の非公式リツイートにおける信頼性評価と分析 
近年では SNS と呼ばれるサービスが話題を呼んでいるが、様々な問題点が存在する。そのひと
つが、情報の信頼性である。特に Twitter においては拡散されるリツイートの信頼性は不明瞭
であることが多く、情報が正しいかどうかを判断することが難しい。そこで本研究では、Twitter 
上で拡散力の強い非公式リツイートの信頼性を評価し、分析を行う。 
下村 和正 
 
DAF 装置を利用した難発の軽減と遅延時間の調整 
吃音症状を軽減する方法として DAF 装置を用いる方法がある。DAF 装置は高額な物が多いが、
近年ではスマートフォンで DAF 装置の機能を持つアプリケーションの作成が行えるようになっ
た。しかし、遅延時間について個人では効果的な遅延時間を設定するのが困難である。そこで
スマートフォンのアプリケーションとして発話速度を基に遅延時間を自動算出し設定する方法
を提案する。 
藤田 拓 Android スマートフォンを用いた運転者間コミュニケーションシステムの提案と評価 
昨今の車業界では安全運転を支援する製品の開発や研究が盛んに行われている。特に交通に関
する研究は、高度道路交通システム (ITS)研究と呼ばれる。本研究では、この ITS 研究について
『運転者間のコミュニケーション』に着目し、現状の把握と課題を挙げ、従来の運転者間コミ
ュニケーションの課題を解決すべく研究を行う。 
(b) 博士(前期)論文概要 
佐藤 央渉 介護における声かけに着目した介護職員に対する警告・行動推薦システムの提案 
介護の現場では施設の利用者に対し，均一で高水準なサービスを提供する必要がある．し
かし，実際の介護作業の内容は介護施設に所属する職員毎に様々であり，中には介護にお
ける事故を誘発する行動もある．そこで，本研究では介護現場で行われる声掛けという動
作に着目し，各介護職員が行っている介護サービスを音声から構造化し，介護職員に対し
て警告や，介護サービスに対する行動推薦を行うシステムを提案する． 
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(c) 博士(後期)論文概要 
該当なし 
(d) 講座所属学生が第一著者として査読ありの論文誌掲載論文一覧 
該当なし 
(e) 講座所属学生が各学会で登壇発表した実績一覧 
1) Chikataka Sato, Jun Sawamoto, Eiji Sugino, Norihisa Segawa, Hiroshi Yajima, Manabu Kurosawa, A Proposal 
of a Care Worker Support System Using Structured Human Functioning Data, AAAI2014 Spring Symposia, March 
2014. 
2) Yoshiki Suzuki, Jun Sawamoto, Norihisa Segawa, Eiji Sugino, Hiroyuki Sato, and Yuji Wada, LOCAL 
ADVERTISEMENT DISTRIBUTION SYSTEM BASED ON THE LEVEL OF USER'S INTEREST AND THE DISTRIBUTION DISTANCE, 
International Conference on Applied and Theoretical Information Systems Research, November 22-24, 2013, 
Taipei, Taiwan. (in CD-ROM) 
3) Takanori Kashiwag, Jun Sawamoto, Hiroyuki Sato, Yuji Wada, Norihisa Segawa, and Eiji Sugino, A Proposal 
of P2P Content Delivery System for Supporting Streaming Applications, International Workshop on 
Informatics 2013 (IWIN2013), pp.3-8, September 2013. 
4) 佐藤央渉 澤本 潤 杉野栄二 瀬川 典久 矢島敬士 黒沢 学 『介護における声掛けに着目した介護職員
に対する警告・行動推薦システムの提案』第 157 回 HCI 研究会・第 91 回 GN 研究会・第 31EC 研究会 合同研究発
表会 ，情報処理学会 March 2014. 
5) 仙道航, 瀬川典久, 澤本潤, 杉野栄二, 秋冨慎司, 災害対策本部における記録・文書管理システムの提案, 
Ubiquitous Wearable Workshop 2013 (UWW2013), 2013 年 12 月. 
6) 武藤寛, 井川裕貴, 瀬川典久, 杉野栄二, 澤本潤, ペイントアプリケーションにおけるタッチアクションを用
いたエフェクトの提案, Ubiquitous Wearable Workshop 2013 (UWW2013), 2013 年 12 月. 
7) 井川裕貴, 武藤寛, 瀬川典久, 杉野栄二, 澤本潤, 若林花見, EnchantMoon を利用した漢字・部首認識を活用し
た描画補助ツールの提案, Ubiquitous Wearable Workshop 2013 (UWW2013), 2013 年 12 月. 
8) 内田泰広, 瀬川典久, 澤本潤, 杉野栄二, 矢澤正人, 後閑政昭, スマートフォンと MAD-SS を用いた長距離セ
ンサーノードの開発, Ubiquitous Wearable Workshop 2013 (UWW2013), 2013 年 12 月. 
9) 仙道 航、瀬川 典久、澤本 潤、杉野 栄二、秋冨 慎司，災害対策本部における記録・文書管理システムの提案，
デモ／ポスター発表，21th Workshop on Interactive Systems and Software (WISS 2013)，2013 年 12 月． 
10) 内田 泰広，瀬川 典久，澤本 潤，杉野 栄二，矢澤 正人，後閑 政昭，スマートフォンと MAD-SS を用いた長距
離センサーノードの開発，デモ／ポスター発表，21th Workshop on Interactive Systems and Software (WISS 
2013)，2013 年 12 月． 
11) 武藤 寛，井川 裕貴，瀬川 典久，杉野 栄二，澤本 潤，ペイントアプリケーションにおけるタッチアクション
を用いたエフェクトの提案，デモ／ポスター発表，21th Workshop on Interactive Systems and Software (WISS 
2013)，2013 年 12 月． 
12) 藤田拓，澤本 潤，瀬川典久，杉野栄二、スマートフォンを用いた運転者間通信システムの提案、平成 25 年度
電気関係学会東方支部連合大会発表、8/22-23、2013 年 
(f) 学生が単独で受けた受賞や表彰一覧 
該当なし 
 
